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新型ｺ ﾛ ﾅ ｳ ｲ ﾙ ｽ感染症に係る総合支援資金特例貸付の再貸付を実施します 

本会では、新型コロナウイルス感染症発生の影響による休業や失業等により、一時的に収入が減少し
た世帯を対象として、生活福祉資金貸付制度の福祉資金（緊急小口資金）及び総合支援資金（生活支援
費）について特例貸付を実施しています。▶今般、新型コロナウイルス感染症による日常生活への影響
の⻑期化や、令和 3 年 1 ⽉に発令された緊急事態宣⾔の延⻑等に伴い、緊急小口資金及び総合支援資金
の全ての貸付が終了となった方を対象に、総合支援資金の再貸付を実施します。 
▶再貸付の具体的な実施時期及び内容については、公表され次第、本会ホームページにてお知らせいた
します。            【まちづくり課：生活福祉資金担当（直通）TEL0952−23−5886】 

 

「市町社協役員・合同研修会」を開催しました〜ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ ｿ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾜ ｰ ｸ実践の活性化に向けて〜 
1 ⽉ 13 日(水)、佐賀市文化会館にて、「市町社協役員・職員合同研修

会」を開催し、県内の市町社協から理事・監事・評議員 127 名、職員 56
名の計 183 名に参加いただきました。▶研修では、香川県琴平町社協会
⻑の越智和⼦⽒から、住⺠を地域で最期まで支えるため、制度に捉われ
ず多種多様な方々との繋がりの中から生み出された多くの取り組みを通
して、社協に期待される役割等について講義をいただきました。続い
て、テクノエイド協会理事⻑の⼤橋謙策⽒の進行により、２町社協から
特徴的な地域福祉活動の実践発表、また、本会が実施した「パワーアッ
プゼミ」と｢福祉教育実践研究会｣の参加者 2 名から、今後の活動のプログラム案発表が行われ、越智会⻑
や登壇者の方々の意見交換を通して、住⺠支援の在り方や今後の事業展開などについて必要な視点等の学
びを深めました。▶最後に、⼤橋先生から、今の地域共生社会政策時代における社協の位置や役割、課題
等を踏まえながら、今後社協が地域で生き残るために覚悟と変化が必要との熱い激励をいただきました。
本会としても、市町社協が地域福祉の中核的な組織として役割を最⼤限に発揮できるよう、より丁寧な支
援に努めます。                                【まちづくり課】 

 
災害ﾎ ﾞ ﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱ ｾ ﾝ ﾀ ｰの費用等に係る市町行政・社協の情報共有会を開催しました 

1 ⽉ 29 日(金)、県社会福祉会館にて「災害ボランティアセンター（以下
「災害 VC」）費用等に係る市町行政の災害ボランティア担当及び市町社協
担当情報共有会」を開催し、全 20 市町（うち 10 市町はオンライン）から
計 56 名に参加いただきました。▶この情報共有会は、令和２年７⽉から
災害 VC の費用（人件費・旅費）の一部が災害救助法に基づく国庫負担の
対象となったことを受け、県県⺠協働課との共催により開催したもので
す。研修会では、まず本会から市町災害 VC の実際の運営について説明し
た後、県県⺠協働課職員から平時のうちに災害 VC の役割や国庫負担とな
る費用等を理解しておくことの重要性や、発災後に必要となる具体的な手
続き等について説明を行いました。▶今後も、市町社協が、発災後に迅速に災害 VC の設置運営ができるよ
う、行政と社協を対象とした会議や説明会の開催等を通じて、より一層被災者支援を強化していきます。 

                                      【まちづくり課】 
 

 

（登壇者による実践発表の様⼦） 

（オンラインの参加者とも 
意見交換を行う様⼦） 



「障害者福祉施設での新型ｺ ﾛ ﾅ ｳ ｲ ﾙ ｽ ｸ ﾗ ｽ ﾀ ｰ発生時応援体制構築」の説明会を開催しました 
本会に事務局を置く障害者関係 3 種別協議会（佐賀県知的障害者福祉協会、佐県身体障害児者施設協

議会、佐賀県社会就労センター協議会）では、本会並びに佐賀県と連携し、コロナ禍におけるクラスター
が施設内で発生した際の施設間協力体制を構築することとなりました。▶内容としては、同一法人内で職
員確保ができず、職員不足に見舞われた施設に対し、同じ種別協議会内の会員施設間で職員を派遣すると
いうものです。各種別協議会では、その趣旨や具体的応援内容などの理解浸透のため、昨年 12 ⽉から 1
⽉にかけて説明会を行いました。 
▶説明会では、県担当者の概要説明を受け、実際に職員を派遣した際の明確な安全確保や経費補助に関す
る手続き等の課題をはじめ、様々な意見が出される中、「応援職員派遣体制は、お互いに協力して進めて
いかなければならない」との意思確認がなされました。 
▶3 協議会においては、本会並びに佐賀県とより密な連携をとり、会員施設に対して派遣した際の不安
を少しでも払拭できるよう情報共有していきます。                【施設人材課】 

 
県社協からのお知らせ 
◎ ハローワーク出張相談        （http://sagaken-shakyo.or.jp/blog/2021/01/post-98.html） 

福祉人材・研修センターでは、福祉・介護・保育の仕事の就職相談会を県内各ハローワークにて開催しています。
（※窓口では感染防止対策を実施しています） ▶今⽉（〜3/9）の出張相談日は次のとおりです。 
2/18（木）佐賀市、2/22(⽉) 鳥栖市、2/24(水) 鹿島市、2/25(木) 武雄市、3/4(木) 伊万里市、3/9(火) 唐津市 

 
 
★今号へのご感想等ございましたら、ホームページ内の 
  「お問い合わせ（http://www.sagaken-shakyo.or.jp/contact.html）」よりお知らせください。 
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